








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で割ると・　　　　　w、／n、一・　　　　　　　 　　 　 　　　　　　　σ霧η、（n2・－1）
　　　　　　　　　　　　　　　w、／。、一・〈σ呈　n2（n一1）
は自由度（nl－1，n2－1）のF分布に従う。
したがつてt（・1．・榊。轡≡1）（n、－1）午（η2－1）等三
　　B（an二⊥聖［＝12，2）
　　　　　¢等Ll
x｛＠、．、）＋（。一、）。｝禦面
（31）
となる。ここで，8転の塞∫診r1（1－x），’”1dxはべー・一タ関数である。
　以下の表は，式（31）より，2つの推定されたジニ係数（δニ2Φ（＄）－1，Φ（v）＝∫！。。詣eXP（｝診2）dx）
の大小関係が，真のジニ係数の大小関係を保つ確率P（G監くG21G，，　G2）を示す。また，標本数
の差を見るため，標本数が10000の場合（表5）と100の場合（表6）の2通り行なった。
　たとえば，表5において，0．25の行と0．001の列の交叉しているところの値0．6602はGl＝0．250と
G，　・・　O．251のときのP（Gl＜G21Gl，G2）の値が約66％であることを示している。
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??????????????????????O．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0，5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
表5
0．6949
0．6866
0．6791
0．6722
0．6660
0．6602
0．6547
．6497
0．6451
0．6408
0．6367
0．6330
0．6295
0．6262
0．6229
0．6201
0．6173
0．6147
0．6124
0．6101
0．8454
0．8340
0．8235
0．8135
0．8041
0．7952
0．7867
0．7788
0．7713
0．7643
0．7576
0．7513
0．7453
0，7397
0．7343
0．7293
0．7246
0．7200
0、7159
0．7117
0．9360
0，9268
09178
0．9089
0．9001
0．8915
0．8831
0．8750
0．8671
0．8596
0．8522
0．8453
0．8385
0，8320
0。8258
0．8199
0．8143
0．8088
0．8036
0．7986
0．9785
0．9734
0．9678
0．9620
0．9560
0．9498
0．9435
．9371
0．9307
0．9244
0．9182
0．9120
0．9059
0．8999
0．8942
0．8885
0．8830
0．8776
0．8725
0．8675
0．9942
0．9920
0．9895
0．9866
0．9833
0．9798
0．9760
0．9720
0．9678
0．9634
0．9589
0．9544
0．9498
0．9452
α9405
0．9359
0．9314
0．9268
0．9224
0．9180
0．9987
0．9980
0．9971
0．9960
0．9946
0．9930
0．9911
e．9890
0．9866
0．9841
0．9814
0．9785
0．9755
0．9724
0．9692
0．9659
0．9626
0．9592
0．9558
0．9524
0．9998
0．9996
0．9994
0．9990
0．9985
0．9979
0．9971
．9962
0．9951
0．9938
0．9924
0．9908
0．9891
0．9872
0．9853
0．9832
0．9810
0．9788
0．9765
0．9741
1．0000
0．9999
0．9999
0．9998
0．9996
0．9994
0，9992
0．9988
0．9984
0．9978
0．9972
0．9964
0，9956
0．9946
0．9935
0．9924
0．9911
0．9897
0．9883
0．9868
1．0000
1．0000
1．0000
1．0000
Q．9999
0．9999
0．9998
0．9997
0．9995
0．9993
0．9991
0．9987
0．9984
0．9979
0．9974
0．9968
0．9961
0．9954
0．9946
0．9937
P（G，〈G2／G，，（∋2♪（対数正規分布，　nl，n2＝10000の場合）
1．0000
1．0000
1，0000
1．0000
1．0000
1．0000
1．0000
0．9999
0．9999
0．9998
0．9997
0．9996
0．9995
0．9993
0．9990
0．9988
0，9984
0．9981
0．9977
0．9972
??????????????????。???????????????。????????????0．5000
0，5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
α5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
α5000
0．5000
0．5000
0．5000
0．5000
0，5000
0．5202
0．5192
0．5184
0．5177
0．5170
0．5163
0．5158
0．5152
0．5147
0．5143
0．5138
0．5134
0．5131
0．5127
0．5124
0．5121
0．5118
0．5115
0．5113
0．5111
表6
0．5402
0．5384
0．5367
0，5352
0．5339
0．5326
0．5314
0．5304
0．5294
0．5285
0．5276
0．5268
0．5261
0．5254
0，5248
0．5242
0，5236
0．5231
05226
0．5221
0．5600
0．5573
0．5549
0．5527
0．5506
0．5488
0．5470
0．5454
0．5440
0．5426
0．5413
0．5402
0．5391
0．5380
0．5371
0．5362
0．5353
0．5345
0．5338
0．5331
0．5796
0．5761
0．5728
0．5699
0．5672
0．5648
0．5625
0．5604
0．5584
0．5567
0．5550．
0．5534
0．5520
0．5506
0。5493
0．5481
0．5470
0．5460
0．5450
0。5440
0．5989
0．5945
0．5906
0．5870
0．5837
0．5806
0，5778
0．5752
0．5728
0．5706
0．5685
0．5666
0、5648
0，5631
0．5615
0．5600
0．5586
0．5573
0．5561
0．5549
0．6179
0．6127
0．6081
0．6038
0．5999
0．5963
0．5929
0．5899
0．5870
0．5844
0。5819
0．5796
0．5775
0．5755
0．5736
0．5718
0．5702
0．5686
0．5671
0．5658
0．6365
0．6306
0．6253
0．6204
0．6159
0．6117
0．6079
0．6044
0。6011
0．5980
0。5952
0．5925
0．5901
0．5877
0．5856
0．5835
0．5816
0．5798
0．5781
0．5765
O．6547
0．6481
0．6421
0．6366
0．6316
0．6269
0．6226
0．6186
0，6149
0．6115
0．6083
0．6053
0．6025
0．5999
0．5974
0．5951
0．5930
0．5909
0．5890
0．5872
0．6725
0．6653
⑪．6587
0．6526
0．6471
0．6419
0．6371
0．6327
0．6286
0．6248
0。6213
0．6179
0．6148
0．6119
0．6092
0．6066
0．6042
0．6019
0．5998
0．5978
P（G，＜G2／（ヲ，，　G．♪（対数正規分布，　nl，n2＝100の場合）
0．6898
0．6820
0．6748
0．6683
0．6622
0．6566
0．6514
0．6466
0，6421
0．6380
0．6340
0．6304
0．6270
0．6238
0．6208
0．6180
0．6154
0．6128
0．6105
0．6083
　　表5と表6を見てわかるとおり，所得分布にパレート分布を仮定した場合と同様に，ジニ係数の
差が大きくなるほど，真の値の関係と推定値の関係が高い確率で保たれていることがわかる。ま
た，ジニ係数が大きくなるほど，差が等しくても真の値の関係と推定値の関係が正しく示される
確率は小さくなっている。標本数については，たとえば，ジニ係数の差が0．010の場合，真の値
の関係と推定値の関係が正しく示される確率はnl，n2＝10000ではかなり高く，99％以上であるが，
nl，n2＝100では60％以上でしかない。
　　対数正規分布の場合もパレート分布と同様，変化の信頼係数を定義することができる。
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ジニ係数の変化を判断する尺度について（竹内・新居）
　　　　R（G・・G・le，・a・）　＝＝　1－f，｛1≡……葦…糊＠畿簿｝）穿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　里＿1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×｛（n，．、）．（n、．，1）x｝禦4忽
ここで，B（u，v）＝∫S　x“‘i（1－x）v－ldxはベータ関数，　tp（v）＝f！。。　S：　exp（一診2）dxである。
　パレート分布の場合と同様，
（32）
　　　　　　　　　　　　　この変化の信頼係数は，表5とは若干異なるが，標本数が多い場
合はほとんど差がないため，読み替えることが可能である。そこで，表5を見なおしてみる。表
の0．25の行と0．001の列の交叉しているところの値0．6602はG　，＝O．250とG2＝0．251のときの変化の
信頼係数R（Gl＜G2，Gl＜G2）が約0．66であることを示している。すなわち，この場合は表側は
G1の値を，表頭はG　2の増分（G　2－G1）を表していることになる。表6も同様に読み替えること
ができる。そして，パレート分布の場合と手続きによって変化の判断をすることができる。
5　結論
　2時点間の所得分布に変化があると判断するためには，何らかの指標を求め比較する必要があ
る。しかし，そこでは指標に対する信頼性が問題となろう。従来はジニ係数を記述統計量として
とらえていたため，その数値の単なる変化をもって所得分配の平等化，不平等化を判断していた
が，そこには若干無理があったと思われる。
　ジニ係数を，確率変数の実現値から計算された統計量と考えれば，2時点間の比較は，2つの確
率変数の大小比較となり，確率的な表現をすることになる。ただし，背後にある所得分布をパラ
メトリックな分布とすれば，所得分配の変化はパラメータの変化であり，現実問題としては，2
時点のデータが与えられたとき，パラメータの変化の信頼性を何らかの指標で表すことになる。
　本稿では，尤度の考え方をもとに所得分布の変化の信頼性を示す「変化の信頼係数」を導入し，
対象となる所得分布をパレート分布，および対数正規分布に限って，数表を作成した。この手続
きは同様に他の所得分布についても行なうことができる。「変化の信頼係数」は新しい概念であ
るが，これにより所得分配構造の変化を判断する1つの基準が与えられたと考える。
付録
定理1
（証明）
ここで，
穿は，自由度2nのX2分布に従う。
　　　　　　　　　　・一嘘b・（xゴん）］”1
　　　　　　　　　　　－2・n【£・・1・9（勢ゴ＝1）］”1
2a　log（xk）の分布を考える。
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　　　　　　　　　　　　　F（z）　＝　P（z≦z）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X　　　　　　　　　　　　　　　　＝P（2・1・9τ≦z）
　　　　　　　　　　　　　　　　＝P（X≦k・xp（五））
　　　　　　　　　　　　　　　　一ズ畦）・k・x－（a・・）dx
　　　　　　　　　　　　　　　　－・一・xp（2）一・3
したがって，2α10g（xk）～諺と各乃は独立であることから，
　　　　　　　　　　　　　・一・　彦・・…Z－・；n
したがって，聖は，自由度2nのX2分布に従う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証明終）
補題1　βをθの関数（β＝f（θ））とする。θをθの最尤推定量とすると，関数βが単調関
数ならば，β＝f（θ）も最尤推定量である。
（証明）
2（xlβ）とL（xlθ）をβとθのそれぞれの尤度関数とする。
　　　　　　　　　　e（xlβ）　＝　　L（xle）
　　　　　　　　　　　　　　＝　　1ン（xlf－1（β））　　where　　β＝＝∫（θ）
　　　　　　　　　　　　器一島・（・1ノー1（β））
　　　　　　　　　　　　　　一晶・（・1・）・誘ノー1（β）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂L　　　　　　　　　　　　　　＝°　（二二＝Oより∂θ）
アー1の存在のためには単調性が必要である。したがって，最尤推定量を代入した関数が単調な
らばその関数も最尤推定量である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証明終）
系　ジニ係数の最尤推定量の密度関数f（G）は次式で与えられる。
ノ（G）一吹i、讐講鵠門（e，），exp（一・一論）・・G・・
（証明）
聖～雇nと定理2のG＝詣より，z＝2ηα告とおくと，ジニ係数の最尤推定量Gの密度関数
は’ @f（dif）一（誹論門（蒔蝋一論）
となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証明終）
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定理3
である。
（証明）
　　　　　　　　ジニ係数の変化を判断する尺度について（竹内・新居）
対数正規分布の1次のモーメント分布関数A，（xl　Li　，σ2）は対数正規分布A（κ1μ＋σ2，σ2）
・・（・1・，σ2）一 黶z∬幽i角・2）
　　　　　　一・xp（…1・2）∬・xp（1・9・）。σ旛・xp｛一旗（1・9・一・）2｝dv
　　　　　　－∬。σ詣・xp｛一，1、（1・9・†・2）2｝d・
　　　　　　＝A（xlpa＋σ2，σ2）
（証明終）
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